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1. 一元免疫拡散法を用いた RA欝節i夜中霊自の変動
。薬永南，中村勉，東出義龍
(千大〉
今回，我々は急性炎症持における豆A の膝関欝液中
の蛋白成分を測定し，病慈と比較することにより何らか
の相関を見出すために Immunodiffusionmethodを試
みた。
対象は RAの患者全9例，男 1伊tl，女8例。蛋白定
量用担-p位 tigen immunoplate で Prealbumin，a1 
antitrypsin， a1 glycoprotein，α2 macroglobulin，IgE， 
IgD，IgA，IgM，IgGを測定した。症例数が少いため，
一定の傾向が得られなかったがa1antitrypsinを血沈
と比較してみた結果，岡大，大原らの報告同様，皐沈完
進につれてやや増加の傾向をみた。 
2. 樹警症患者における尿中酸性ムコ多糖の定量
。西山秀木，中村勉，東山義龍
(千大〉
{期警症のムコ多糖代謝を調べるため，尿中酸性ムコ多
糖の分析をした。症例比先天性後.袈!l警症6例(マル
ファン症挨群ー 〉例，特発性.1Wl警症4例， SED地脊柱変
形 3例，正常2例であった。実験方法はカルパゾル法， 
2次元電気泳動法を用い，結果としてム脊柱変形割!の
ウロン酸増加， 2，先天性後，担.IJ警症，特発性{員!l聾症全 
10例中 5剖及びマノレファン症誤群でのヘパラン硫畿の増
加， 3，SEDでのケラト硫畿の増加が見られた。 
3. 膝蓋大腿隠範的力学的考察
。高野正一，守屋秀繁，高構和久
(千大〉
プレスケーノレを用いて，屍惑における膝蓋大腿関節冨
の接触部分，及び、接融圧の変位を調べた。藤の題曲につ
れて patella後部の接触苗は inferiorから superior
へと移行し， 135。丑eXlonでは oddfacetに接触が見
られる。次に，実験的に Elmslie法， Maquet法の手
術を加え， con tact forceの変化を観察した。 E.法では 
medial facetの forceの増加， lateral facetの force
の減少， M.法では， med.，lat.再 facetの forceの
著しい減少が晃られた。 
4. 膝欝節主主患における大腿四頭筋の筋電図学的考察
。村上正経，松井宣夫，小林英夫
守屋秀繁 (千大)
北原宏，中川武夫(間・理療) 
chondromalacia patellae (藤蓋軟骨症)と診断され
た14例，および正意例6例について内側広務と外債i広務
の表面筋電図を記録し，その差異について検討した。
片側障害 6摂j中4傍に患領nのみの内側広務の援幅低下
が顕著で、あり，愁訴の増強に関与していると考えられ
た。議後例では，数カ月間内1WJ広蕗の援幅低下が残存し
てお孔早期からの肉親!1広筋を中心とした癒力言J!糠の重
要性が示唆された。 
5. 特異な経過を示した変形性設頴箪症の 2華僑 
0大内結太郎，村田忠雄(千大)
三枝俊夫(斉藤労災)
症例は53歳男性と 66議女性の股関箭症2症例である。
共に進行が急速で， X隷所見で関節裂擦の狭小北，骨硬
化，嚢抱形成等を認め， CRP陽性，血沈鐘充進，病理
組織では非特異性の慢註潜膜炎を認める。また症例工は
骨スキャンにより，症多tl2は臨床症状によ予多発性を示
す。症イ列 2は錆後反対袈.IJも急速に進行し，他関錆の症状
も出現したが ProbableRAであ久症例 1と共に Ge-
neralOAという諜念を考患に入れる必要がある。 
6. 悪性骨霊療との鑑~IJが冨難であった症例について
。岳土芙明(千大)
高田典彦，保高英二，遠藤富士乗
(千葉県がんセンター)
日常の謡床で骨彊壌との鑑別が函難である類叡疾患に
は多くのものがふくまれる。このうち托表疾患である骨
髄炎，疲労骨努， {七骨建筋炎，涼発注副甲状膿議龍充進
症について自験例を検討した。さらに代表的症例をあげ
